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東京都印刷工業組合

◆9月29日㈭ 大髙さん送別会 会場「木曽路 大森店」

◆10月 研修懇話会 詳細未定

◆9月または11月 青年部会共催イベント 詳細未定

◆12月2日(金) 支部忘年会 詳細未定

◆1月 支部新年会 詳細未定

支部イベント予定

②今後の事業について
（担当・対象・時期・内容・会場等）
・延期（７月２２日）された大髙さんの送別会
⇒日比野支部長
大髙さんと渡辺さんご両人の予定を優先し日程調整す
る
日程候補：９月２９日（木）
会場候補：「木曽路大森店」

・研修懇話会⇒日比野支部長
延期した7月の内容で繰り下げ
候補日：10月17日(月)～21日(金)
(株)ＮＡＣＡＭＵＲＡ 中村社長と日程調整
10月開催予定の有薗社長講演は2022年2月へ繰り下げ

・青年部会との共済事業⇒藤井副支部長
9月または、11月開催で山本青年部会長と調整中
候補として「大井競馬場トゥインクル」「ボウリン
グ」「ゴルフ」

・忘年会⇒武智副支部長
開催日：12月2日(金) に決定

・新年会⇒金子副支部長
企画案があれば次回提案頂く。区長を招待する関係か
ら、失礼に当たらない会場を選ぶ必要がある

③その他＆継続懸案事項
・次回役員会⇒会場予約：谷副支部長
9月5日(月)に決定

・会員増強について
小島支部長時代に品川区内・大田区内の印刷業者リス
トから支部員間の縁故・取引等、情報収集し、加入促
進していた。９月１日に組織共済委員会が開催予定。
増強案について検討しておく。

・令和５年度 定時総会について（2023年5月開催）
１泊での開催を企画したい
第１候補地：湯河原「フォレストリゾート ホテル城
山」⇒谷副支部長
（神奈川県足柄下郡湯河原町城堀２０７）

・７５周年事業の準備について（令和８年）
⇒石井副支部長
予算の計上を検討すべき
現在の積立金額＝￥2,000,000
８０周年事業への繰り越しも考慮し、予算組する。
「記念誌」作成に関し、石井副支部長から提案あり

【訃報】松本印刷紙業（有）
代表取締役松本久夫様(95歳)
3月27日に逝去されました。
東印工組より「慰労金」及び「供花代」、城南支部よ
り「香典」それぞれ、日比野支部長が届け済みです。
新代表は中村裕司様(松本様ご長女の婿殿)＝７２歳
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平素は支部活動に対し、ご理解とご協力に感謝申し
上げます。まだまだ厳しい暑さが続いておりますが、
皆様にはおかれましては、元気にご活躍されているこ
とと存じます。
５月の支部総会で支部長を拝命してから、早３カ月が
経過してしまいました。予定しておりました「７月研
修懇話会」は新型コロナ感染拡大に伴い、延期とさせ
て頂きました。延期決定後の７月下旬には私自身がコ
ロナに感染し、１０日間の自宅療養を余儀なくされ、
役員はじめ皆様にご迷惑をお掛けし、感染予防対策へ
の甘さを改めて認識した次第です。８月に入り、コロ
ナ感染が収まらない環境でしたが、支部として初めて
の企画「納涼会」（ホテルでディナー＆ドームで野球
観戦）には、３９名の参加を得て実施する事ができま
した。今後も色々なテーマでお互いが知り合い、そし
てビジネスに繋がる場を提供して参りたいと思います。
引き続き宜しくお願い申し上げます。

『ご挨拶』 支部長 日比野信也

①支部ホームページリニューアルと運用について
⇒石井副支部長
『本部&支部からの情報をスムーズに伝達できる環境整
備』
・メーリング&ファックス⇒ホームページへの掲載
・支部ニュースの発行
・委員会報告を担当委員から情報提供
以下の【ブロック】（メニュー）へ掲載する
【NEWS】新規情報が上段へ、掲載期間を入力すること
で保存ボックスへ移動
【SCHEDULE】＆【委員会活動報告】開催時期経過情報は
保存ボックスへ移動
【企業PR】第1回「株式会社文星閣様」～第２回「池田
印刷株式会社様」

役員会報告



１．経営革新事業

⑴ ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）実装の推進、
事例研究・情報発信
９月頃に、メーカー・ベンダーによるセミナーの開催を計画し
ている。
⑵ ＭＩＳの導入・活用活性化に向けた啓発・支援展開
令和３年度中央会委託事業「新しい日常対応型業界活性化プロ
ジェクト」 に応募、採択され、中小印刷業向け基幹業務システ
ム（MIS：Management Information System）「BRAIN」（ブレイ
ン）を構築した。本システムは９月頃に案内を開始し、１０月
頃に本格稼働を予定しており、組合員が本システ ムについての
理解を深めることができるよう、今後セミナーの開催など周 知
啓発を図る。
⑶ 事業領域の拡大展開を支援するためのセミナーの開催・情
報発信
秋頃に同業の成功事例セミナーの開催を計画している。
⑷ 新・勝ち残り合宿ゼミの周知

２．事業継承・事業継続支援事業

⑴ 「事業承継支援センター」の活用の推進と啓発

・利用状況（累計：令和４年６月３日現在)
※（）内、今年度の増加件数
■契約件数：１８件（＋１）（類型）
（事業承継支援：３件、Ｍ＆Ａ支援：１０件(+１)、その他：５
件）
■問合せ件数：１１２件（+２）
（東北：７件、中部：１２件(+１)、関東：１１件、
東京：４３件(+１)、近 畿：１９件、中四国１３ 件、九州：７
件）
■問合せ内容
企業提携・買収ニーズの登録：４９件
企業提携・買収ニーズの相談：１６件
Ｍ＆Ａ（売）：３１件
親族内承継の相談：６件
支援センター事業の内容：３件
その他：6 件

後継者育成、提携実務、組織再編、廃業の相談、印刷業界 の状
況、補助金に関する質問
⑵ 印刷業界のための事業承継・Ｍ＆Ａセミナーの開催
⑶ ５分で分かる「事業承継・Ｍ＆Ａ」動画シリーズ
山田コンサルティンググループ㈱の協力により、６月より毎月
１５日頃に「印カレ」に動画を掲載。
⑷ 「事業承継ガイドブック」の周知
・組合員３，０６０円、一般５，０９０円（税込）
※全印工連で販売
⑸ サステナブルな事業経営への推進支援
⑹ 地域創生事業の活性化支援

⑺ 印刷業経営動向実態調査への協力
⑻ ＣＳＲ認定事業の普及と啓発

３．マーケティング支援事業

⑴ デザイン経営の事例研究・セミナーの開催・情報発信
⑵ 異業種・同業種のマーケティングに関する事例研究・セミ
ナーの開催・情報発信
⑶ 「共創ネットワーク通信」の活性化と機能強化
※紹介記事 １５６件（うち今年度は １件、2022.6 現在） リ
ニューアルしたサイトと組合員同士が情報交換するための
Facebookグループの運用を今年度中に開始する。

⑷ 下請法適正化の推進協力

⑸ プリントズームの発行協力

経営革新マーケティング委員会からのお知らせ
（担当：(有)双和印刷巧芸社 遊佐大介）
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組織共済委員会からのお知らせ
（担当：アウループ 日比野信也）

１．共済制度加入増強の推進
（１）令和4年度共済制度加入促進キャンペーン実施について

・対象：生命・火災・自動車の3 共済
・期間：令和4年4月～5年2月5日（生命共済加入申込締め）

・報奨金期間中の各共済新規契約実績の上位2 支部に贈呈
【生命共済】契約者の増加率 1位＝5万円 2位＝3万円 3位＝8万
円
【火災共済】新規契約額 1位＝5万円 2位＝3万円 3位＝8万円
【自動車共済】新規契約数 1位＝5万円 2位＝3万円 3位＝8万円
※順位づけ基準について

【生命共済】:期首（4月1日）における各支部の共済契約者数を
100％として、
翌年2 月5 日締め時点の契約者数の割合の高い上位2 支部に贈呈
【火災共済】:順位づけ基準：期首（4月1日）における各支部の
組合員数に応じて、
掛率を設定し新規契約額に乗算する。上位2 支部に贈呈
【自動車共済】:火災共済同様期首（4月1日）における各支部の
組合員数に応じて、
掛率を設定し新規契約台数に乗算する。上位2支部に贈呈
２．組合員増強、加入促進、運営課題の整理と対策、新しい広
報ツールの開発・運営
（１）組合員加入増強活動の推進
①新加入組合員の賦課金全額免除の継続
期間:加入申込書受理月より6ヶ月間 ※支部費の扱いは各支部の
判断とする。
②「東印工組を選ぶ理由」の活用③新しい広報ツールの開発・
運営
３．組合員台帳調査（隔年）の実施
事務局よりスケジュールを説明し、『調査票の配付・回収方法
アンケート』は6月30日（火）までに事務局へ回答することとし
た。
スケジュールは以下のとおり。
・8月上旬組合員へ調査票配布［東印工組→（支部）→組合員］
・9月末調査票提出〆切［組合員→（支部）→東印工組］
・10月末調査票点検、全印工連へ提出［東印工組→全印工連］
４．理事定数の見直しについて
組合員数減少に伴い、定数の見直しを行う旨説明した。

総代は昨年度162人から100人に変更した為、今年度は理事数の
見直しを行う。

５．事業の推進
（１）｢第54回敬老の集い｣の開催
開催日：令和4年10月4日(火)
場所：明治記念館①対象者…令和4年12月31日現在で満77歳以
上。
該当者数 302名（6/1現在）
(ア)現在組合員である方。
(イ)過去に組合員であった方で、その後継者が現在組合員であ
る方。
(ウ)印刷会社を経営していた方（当時は組合員でなかった方）
で、その後継者（子息）が現在組合員である方。
7月初旬に各支部へ該当者照会を行うので、(ウ)に該当する方は
本部にデータが無いため、情報の提供をお願いしたい
（２）新春の集い
開催日：令和5年1月10日(火)18:30～20:00
場所：パレスホテル東京２階「葵」
（３）BCPの周知啓発とツールの加入促進
①Safetylink24の普及・啓発
②クラウドバックアップサービス事業の普及・啓発
③BCPの策定支援
東京都中小企業振興公社による全組合員を対象としたセミナー
を開催する
（４）令和5年版年賀状デザイン集の販売
山櫻版(130セット限定) とキングコーポレーション版を販売
組合員特別価格 4,980 円（税込） 6月30日、東印工組ニュースで
案内発信



「排出物実態調査」〆切は8月25日です。
ご協力をお願い致します。

グリーンプリンティング（GP）

第68回認定募集〆切り間近です！申し込みの方
はお早めに。

お問合せはこちらまで↓↓↓
日印産連グリーンプリンティング認定事務局
03-3553-6123

◆ 「環境推進工場登録」のご案内
各業界で環境対策の重要性が増す中、本制度は
環境経営に取り組む組合員を支援するために制
定されました。
グリーンプリンティング認定（ＧＰ認定）取得
の前段階としてもご利用いただけます。
自社の環境経営の向上と将来的なＧＰ取得を実
現するために、ぜひご活用くださいませ。

詳細については下記宛にお問合せください
↓↓↓
東京都印刷工業組合 T E L： 0 3 - 3 5 5 2 - 4 0 2 1
担当：池田

東京都からのご案内
◎化学物質水害対策アドバイザーを無料で派遣
します。

詳しくは↓↓↓
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/chemical/ch
emical/adviser.html

◎東京都化学物質流出等防止設備設置補助金に
ついて↓↓↓

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/chemica
l/chemical/grant.files/leaflet_grants.pdf

環境労務委員会からのお知らせ
（担当：㈱セブンクリエイト武智美樹）
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教育研修委員会からのお知らせ
（担当：㈱フジラベル印刷藤井雅一）

事業計画の具体的推進について
経営者教員部会、人材育成部会それぞれの事業の具体
的推進について、富澤委員長・事務局が下記の通り説
明し了承された。

1.経営者教育部会

⑴経営者教育に向けた取り組み
経営革新マーケティング委員会と連携し、同委員会

内のPTが開発した東印工組版MIS「BRAIN」の利活用を
周知するなど、組合員に対しての経営・業務の「見え
る化」の研究と啓発を行う。
⑵遠隔教育システム（全印工連 教育動画チャンネル
「印カレ」）のコンテンツ企画との普及協力
昨年末は両部会にてコンテンツ案の検討や作成を

行ったが、今期は経営者教育部会を担当部会として、
企画や普及協力を継続する。
⑶日本印刷個人情報保護体制認定制度（JPPS）の推進
とセキュリティ関連ツールの情報提供

JP P Sの推進と、セキュリティ関連ツール「マイ
ウォッチャー」の周知を行う。
⑷全印工連特別ライセンスプログラムの周知と普及
特別ライセンスプログラムの普及と、テクニカルセ

ミナーの周知を行う。
⑸東京都中小企業団体中央会委託事業「デジタル技術
活用による業界活性化プロジェクト」への取組
本プロジェクトについて、印刷業界にとって新たな

価値を生むデジタル技術系職業能力開発を目的とした
リスキリング事業として中央会に採択され、eラーニ
ングシステムの構築と組合員への提供を行う。所管委
員会である本委員会では、経営者教育部会の部会員を
中心にメンバーを選出してプロジェクトチームを組み、
eラーニングのカリキュラムや運営方法の検討を行う
とともに、各支部への周知を行う。

2.人財育成部会

⑴社員教育プログラムの実地
「若手社員向け教育プログラム」・「中堅社員向け

教育プログラム」（令和4年度合計10講座開催）のメ
ニューについて、講座の受講推進を図るとともに、令
和5年度のプログラムメニューを検討する。また、新
たなスキルを習得するリスキリング講座の開設も検討
する。
⑵制度教育事業の推進
「印刷営業講座」をはじめとした制度教育の普及を

図る。今年度は「印刷営業講座」（オンライン開催）、
「印刷営業技能審査認定試験」を行う。
⑶技能検定「印刷職種（オフセット印刷作業）」「プ
リプレス職種（DTP作業）」への協力
⑷都立中央・城北職業能力開発センター、日本プリン
ティングアカデミーとの連携
職能センターが実施する「印刷系在職者向け技能講

習会」の周知、訓練生のインターンシップ受入れおよ
び、印刷系就職面接会への協力などを行う。また、今
年度からは日本プリンティングアカデミーに社員教育
プログラムの講師・会場借用を依頼するなど連携を強
める。

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/chemical/chemical/adviser.html

